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論文内容容の要旨
〔目的〕
外科手術侵襲の生体に及ぼす影響は局所的なものにとどまらず，全身の代謝に大きな変動をきたす
ことが次第に明らかになりつつあり，外科手術の全身的な影響を把握することは重要な問題である。
教室においては1964年以来，手術侵襲による尿中17-K S , 17-0HCS，血中 Cortisol 等 Steroid
Hormone の変動について検討してきた。
これらの研究の一環として著者は同じく Steroid Hormone を分泌する男子性腺系への手術侵襲の影
響を検討した。
〔方法ならびに成績〕
主として胸部手術をうけた成人男子42例について検討した。
1. 手術侵襲による血中 Testos terone の変動
42例について術前，術後 1 , 2 , 3 , 4 , 6 , 8 , 12週の血中 Testosterone を経時的に測定した。術前
値は580ng/100m~ で，術後 1 週目 360ng/100mi!， 2 週目 440ng/100m~ ， 3 週目 480ng/100m~ で術
前値に比し有意に低値であるが， 4 週以降は術前値と有意差がない。
2. 手術侵襲による血中LH の変動
13例について術前，術後 1 , 2 ， 4 週の血中LH を経時的に測定した。術前値 3.8mIU/m~ に比し，
術後 1 週目には 6.8mIU/m~ で 5%の危検率で有意に高値であったが， 2 週， 4 週目には有意差は
なかった。
3. 手術侵襲による尿中17-K S , 17-0HCS の変動
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27例について術前，術後 1 , 4 , 8 ， 12週目に測定した。
尿中総17-KS は術前値 4400，ug/24h から術後 1 週， 4 週， 8 週目には各々 3110μg/24h， 3170 ,ug 
/24h, 3430μ:g/24h となり有意に低値をとっているが，術後12週目には術前値と差がなかったO
17-KS の分画では11-deoxy-17-K S の術前値は 2840μg/24h で，術後 1 週， 4 週目には1770
μg/24h， 2070μg/24h となり有意に減少しているが， 8 週以降は正常値に復している。一方11ー
oxy-17-K S は術後 1 週目には術前値と差がなく，術後 4 ， 8 ， 12週において低値を示したO
尿中17-0HCS は術後 1 週目には有意に増加しているが，術後 4 週以降は術前値に復した。
4. Adrenal Suppression 下における男子血中 L H , Testosterone および尿中 Steroid Metabolites. 
6 例について Dexamethasone 6 mg/ day を術前術後連続して投与し，各症例について血中 LH， Teｭ
stosterone，尿中 Steroids を経時的に測定した(表)。
血中 LH は Dexamethasone によっても，また Surgical Stress を加えても有意な変動はなかった。
他方，血中 Testosterone は Dexamethasone のみでは変動を示さなかったが，それに Surgical
Stress を加えると有意に減少した。
T es tos terone の尿中代謝産物である 11-deoxy-17-K S は Tes tos terone と同様の変動を示した。
Pregnenolone および Progesterone の尿中代謝物であるム5Pregnene -3 ß, 20α- diol, 5β-Pre伊­
ane-3α， 20α- diol はすべて測定感度以下であったo Testosterone の前駆物質 17α- OH -Progesｭ
terone の尿中代謝産物 5β-Pregnane -3α， 17α， 20αーtriol は Dexamethasone 投与により減少傾向に
あるが， Surgical Stress によっては変動しなかった口
〔総括〕
1. 胸部手術により皐丸からの Testosterone 分泌が減少し，血中 Testosterone は術後 3週間にわたり
減少する。この分泌減少は血中LHの減少による二次性変化ではなく， Testosterone 合成過程にお
ける 17αー OH- Progesterone から Testosterone への合成段階に抑制があると考えられる。
2. 尿中17-KS は術後 8 週間にわたり低値をとるが，術後 3 週以内の低下は Tes tos terone 分泌減少
による 11-deoxy ~ 17 -K S の減少が主因で， 4 週以降は 11-oxy -17-K S の減少が主因であ
る。
論文の審査結果の要旨
手術に対する生体反応を分析し，それを定量的に把握することは重要な問題であり，古くから glu­
cocorticoid と手術の関係については研究がなされているが，同じく Steroid hormon 関与の，下垂体性
腺系への手術侵襲の影響は未だ不明であり本論文はこの点を明らかにしている。
胸部手術をうけた男子症例を対象として，手術後の血中 Testosterone ， L H ，尿中 Steroids を多数例
につき系統的に検討している。即ち，血中LH を Radioimmunoassay，血中 Tes tos terone を Competitive
protein binding method，尿中 Steroids をAmberlite-IRC 50 使用の Column chromatography により測定し，
???旬，A
Effect of adrenal suppression and lobectomy on plasma LH, testosterone 
and urinary metabolites of steroids in males 
Adrenal Adrenal suppression 
suppresslOn 、、
B，/? ??，α ? ?? ?門i?
十/川
??????? ???
Control 
Plasma LH 
Mean 士 SE (mIU/m1) 5.4土1. 1 6.6:10.6 
Plasma testosterone 
Mean :1 SE (ng/100mI) 450:130 470士 60
MetaboI i tes of cortisol 
Mean 士 SE (μg/24h) 3180 士 750 60士 20
ll-oxy-17-KS 
Mean 士 SE (μg/24h) 890:1240 140土 50
ll-deoxy-17-KS 
Mean 士 SE (μg/24h) 1920士 460 1240士 20
ム仁pregnene-3ß， 20ιdiol 
Mean 土 SE (μg/24h) <100 く 100
5ß-pregnane-3a, 20α'-diol 
Mean 士 SE (μg/24h) <200 <200 
5ß-pregnane-3a, 17α， 20α'-triol 
Mean 土 SE (μg/24h) 980士200 600土 120
4.9士 0.8
220:130* 
60士 30
60:120 
520土80*
<100 
<200 
570士 120
Differences from “ Adrenal suppression" (P) : . < 0.05 
A t-test for paired observations was used. 
術後皐丸からの Testosterone 分泌が 3 週間にわたり減少することを明らかにし，更に adrenal suppeｭ
ssion 下手術例の検討により，この分泌減少が血中LH の低下による二次性変化ではなく，皐丸におけ
る 17a---OH-progesterone から Testosterone への合成過程の抑制によるものであることを示唆してい
る。これらのことは手術侵襲の全く新しい一面を明らかにしていると同時に，皐丸における Testost­
erone 合成の研究に新しい知見を加えたもと言える。
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